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１ 実施概要 

アンケートは、二宮町にお住まいの 1,000 人の方（無作為抽出）を対象に郵送配布、

郵送回収にて実施した。 

単身世帯の対象者を除いて、アンケート票を３票同封し、ご家族の方の協力もお願

いした。 

その結果回収率は４割以上、905 票の回答を得られた。 

 

表 １-1 アンケートの実施概要 

項目 内容 

実 施 時 期 平成 23 年９月 

実 施 方 法 郵送配布、郵送回収 

対 象 者 二宮町民 

配 布 数 1,000 

回 収 数 448（905 票） 

回 収 率 44.8％ 
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２ 回答者の属性 

(１) 年齢階層 

概ね各年齢階層から回答を得ている。 

特に、60 歳代（26.2％）の方々からの回答が

多い。 

 

 

 

 

 

 

 
 

有効回答数 892、不明・未回答数 13 

10歳代, (3.5%) 20歳代, (6.3%)

30歳代, (10.9%)

40歳代, (15.6%)

50～54歳, (7.3%)

55～59歳, (7.8%)

60～64歳, 

(13.9%)

65～69歳, 

(12.3%)

70～74歳, 

(11.4%)

75～79歳, (7.6%)

80歳以上, (3.4%)

 

年齢階層

10歳代 31 (3.5%)
20歳代 56 (6.3%)
30歳代 97 (10.9%)
40歳代 139 (15.6%)
50～54歳 65 (7.3%)
55～59歳 70 (7.8%)
60～64歳 124 (13.9%)
65～69歳 110 (12.3%)
70～74歳 102 (11.4%)
75～79歳 68 (7.6%)
80歳以上 30 (3.4%)
計 892 (100%)

単位：人

回答者数（構成比）

表 ２-1 年齢階層別回答者数 
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(２) 居住地域 

町の人口構成比と同様の比率で概ね各地から回答を得ている。 

特に回答者数が多いのは山西、二宮となっている。また、富士見が丘、山西、百合

が丘では、町の人口構成比よりやや高い回答比率となっており、公共交通への関心の

高さがうかがえる。 

表 ２-2 居住地区別回答者数 

構成比 人口総数
一色 15 (1.8%) 3.0% 886
川勾 21 (2.5%) 2.2% 642
中里 53 (6.3%) 6.5% 1,920
中里二丁目 18 (2.1%) 4.5% 1,337
二宮 205 (24.4%) 27.7% 8,165
富士見が丘一丁目 35 (4.2%) 3.9% 1,163
富士見が丘ニ丁目 40 (4.8%) 4.7% 1,384
富士見が丘三丁目 34 (4.0%) 2.5% 724
富士見が丘(丁目不明） 6 (0.7%)
山西 216 (25.7%) 21.6% 6355
百合が丘一丁目 41 (4.9%) 4.6% 1350
百合が丘二丁目 49 (5.8%) 4.3% 1278
百合が丘三丁目 38 (4.5%) 4.8% 1409
百合が丘（丁目不明） 1 (0.1%)
松根 5 (0.6%) 1.6% 479
緑が丘一丁目 0 (0.0%) 0.7% 208
緑が丘二丁目 20 (2.4%) 2.7% 807
緑が丘三丁目 43 (5.1%) 4.5% 1337

計 840 (100%) 100.0% 29,444
単位：人

町の人口構成
居住地区（字別） 回答者数

 

※町の人口構成は、二宮町人口統計表（字別）平成 23年 11月 1日現在 

 

有効回答数 840、不明・未回答数 65 
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(３) 職業 

回答者の職業としては、町外の職場に勤務している会社員等が最も多く、次いで専

業主婦、無職の順となっている。 

80

297

44

243

183

2

17

24

6

0 50 100 150 200 250 300 350

町内の職場で勤務

町外の職場で勤務

自宅で勤務

専業主婦

無職

高校生（町内に通学）

高校生（他市町村へ通学）

大学生・その他学生

その他

 
有効回答数 896、不明・未回答数 9 

 

(４) 普段自由に使える自動車の有無 

回答者の 65％以上の方が自由に使える自動車を持っている。 

583

65.7%

216

24.3%

89

10.0%

自由に使える自動車がある

自動車免許をもっていない

自動車免許はあるが自由に使える自動車がない

 
有効回答数 888、不明・未回答数 17 
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(５) 移動の状況 

回答者のほとんどが「特に移動に支障はない」であるが、約 11％の方が「坂や階段、

長い時間の歩行はきつい」と感じている。 

2 (0.2%)
14 (1.6%)

6 (0.7%)

100 
(11.3%)

764 (86.2%)

車いすを使用

杖等歩行補助具を使用

介助者が必要

歩行はできるが坂や階段、長い

時間の歩行はきつい

特に移動に支障はない

 
有効回答数 886、不明・未回答数 19 
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３ 日常の外出の状況 

(１) 外出の目的 

通勤・通学が目的とした外出が多く約 45％となっている。次いで買物の約 39％とな

っている。 

通勤 357 

(39.8%)

通学 42 (4.7%)

買物 347 

(38.6%)

通院 49 (5.5%)

知人と会う

16 (1.8%)

趣味・習い事

57 (6.3%)

その他 30 

(3.3%)

 
有効回答数 898、不明・未回答数 7 

(２) 外出の頻度 

約半数以上の方が「平日も休日もほぼ毎日」または「平日はほぼ毎日」外出してい

ると回答している。また、回答者全体の９割以上が週１回は外出していると回答して

いる。 

238
241

25
29

166
100

1
14
19

6
7
1
3

0 50 100 150 200 250 300

平日も休日もほぼ毎日
平日はほぼ毎日
休日はほぼ毎日

週に1回
週に2～3回
週に4～5回

週に数回（回数不明）
月に1回

月に2～4回
月に5～9回
月に10回以上

月に数回（回数不明）
ほとんど外出しない

 
有効回答数 850、不明・未回答数 55 
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(３) 外出先 

外出先としては、町外へ外出が多く、町内の移動先としては商店街や商業施設等が

ある二宮、中里への外出が多い。二宮町以外の県内では平塚市、小田原市が多く、次

いで横浜市、秦野市となっている。 

79

182

11

6

13

11

102

378

69

0 50 100 150 200 250 300 350 400

二宮

中里

山西

富士見が丘

百合が丘

緑が丘

その他の町内

二宮町以外の県内

神奈川県外

 
有効回答数 851、不明・未回答数 54 

(４) 主な利用交通手段 

外出する際の主な利用交通手段としては、自家用車（自ら運転）が最も多く、有効

回答数の約 44％となる 378 人が選択している。自家用車（家族 7・知人が送迎）も含

めると、実に有効回答数の 6割以上が自家用車を利用していることになる。 

※複数回答有り（回答総数 1,546） 

378

171

283

216

34

43

51

151

219

0 50 100 150 200 250 300 350 400

自家用車（自ら運転）

自家用車（家族・知人が送迎）

鉄道

路線バス

コミュニティバス

タクシー

バイク

自転車

徒歩

 
有効回答数 868、不明・未回答数 37 
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(５) 外出・帰宅時刻 

外出は 7時台と 10 時台が特に多くなっている。一方で、帰宅が多い時間帯は 16～

19 時台でやや分散している。 

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

帰宅

外出

有効回答数 868、不明・未回答数 37 
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４ 鉄道やバスの利用状況 

(１) 駅の利用状況 

約８割の方は二宮駅を利用している。普段あまり駅を利用しない方は約 18％となっ

ている。二宮駅以外では国府津駅（３人）、秦野駅（３人）、小田原駅（１人）であ

る。 

二宮駅を利用

する 687 
(80.9%)

二宮駅以外の駅

を利用する 7 
(0.8%)

あまり駅を利用し

ない 155 (18.3%)

 
有効回答数 849、不明・未回答数 56 

 

(２) 駅までの利用交通手段 

自宅から駅までの主な利用交通手段としては、徒歩（約 37％）が最も多く、次いで

路線バス（約 27％）となっている。 

徒歩263 

(36.8%)

自転車 103 

(14.4%)バイク 27 (3.8%)

路線バス

195 (27.3%)

コミュニティ

バス11 (1.5%)

タクシー

10 (1.4%)

自家用車（自分

が運転）23 

(3.2%)

自家用車（家

族・知人による

送迎）82 

(11.5%)

その他 0 (0.0%)

 

有効回答数 714、不明・未回答数 191 
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(３) 自宅から駅までの徒歩時間 

自宅から駅まで徒歩で歩く場合の所要時間を回答してもらったところ、概ね駅から

徒歩圏と考えられる 15 分以内には約 32％の方が居住している。一方で、30 分以上と

回答する方が約 20％となっている。その中間である 16～30 分圏域に約半数の方が居

住している。 

5分以内 37 

(4.4%)
6～10分

93 (10.9%)

11～15分

142 (16.7%)

16～20

分178 
(20.9%)

21～30分

228 (26.8%)

30分以上

172 (20.2%)

 
有効回答数 850、不明・未回答数 55 

 

(４) 公共交通の利用頻度 

① 鉄道 

鉄道の利用は、月数回利用する方が最も多い。ただし、「ほぼ毎日」あるいは「週

４回以上」利用している方も全体の 1/4 である。一方で、「利用しない」と回答した

方は約 8％となっている。 

121

42

57

89

2

133

153

10

5

65

75

18

67

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

ほぼ毎日

週1回

週2～3回

週4回以上

週数回（回数未定）

月1回

月2～4回

月5～10回

月11回以上

年1～3回

年4～8回

年10回程度

利用しない

 
有効回答数 837、不明・未回答数 68 



11 

② 路線バス 

路線バスの利用も、月に数回利用する方が多いが、「利用しない」と回答した方が

344 人（約 42％）と最も多い。日常的によく利用していると考えられる週に複数回利

用している方は、全体の約 14％である。 

32

33

46

33

2

79

106

15

1

51

63

12

344

0 50 100 150 200 250 300 350 400

ほぼ毎日

週1回

週2～3回

週4回以上

週数回（回数未定）

月1回

月2～4回

月5～10回

月11回以上

年1～3回

年4～8回

年10回程度

利用しない

 
有効回答数 817、不明・未回答数 88 

 

③ コミュニティバス 

コミュニティバスは、ほとんどの方が「利用しない」と回答している。また、コミ

ュニティバスを知らないと回答した方も 49 人（約 7％）ほどいる。 

0

6

11

1

1

16

14

1

0

18

4

2

1

635

49

0 100 200 300 400 500 600 700

ほぼ毎日

週1回

週2～3回

週4回以上

週数回（回数未定）

月1回

月2～4回

月5～10回

月11回以上

年1～3回

年4～8回

年10回程度

年数回（回数未定）

利用しない

コミバスを知らない

 
有効回答数 759、不明・未回答数 146 
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５ バスの利用条件 

(１) 最低限必要な運行頻度 

平日・休日ともに運行を望む方がほとんどである。また、運行頻度は「30 分に１便」

と回答した方が最も多く 144 人（約 18％）となっている。次いで「15 分に１便」「20

分に１便」となっている。 

時間帯については、朝の通勤・通学時間帯である「6～９時」が最も多く、次いで外

出時間で回答の多かった 10 時台を含む「9～12 時」となっている。 

490

43

3

271

0 100 200 300 400 500 600

平日・休日とも運行

平日のみ運行

休日のみ運行

いずれにしても利用しない

「平日・休日の運行は？」

 
有効回答数 807、不明・未回答数 98 

8

16

83

144

105

121

73

252

0 50 100 150 200 250 300

午前1便・午後１便

２時間に１便

１時間に１便

30分に１便

20分に１便

15分に１便

10分に１便

いずれにしても利用しない

「1日の本数は？」

 
有効回答数 802、不明・未回答数 103 

39

291

267

182

254

130

67

255

0 100 200 300 400

朝6時以前

6～9時

9～12時

12～16時

16～20時

20～23時

23時以降

いずれにしても利用しない

「利用したい時間帯は？」

 
有効回答数 801、不明・未回答数 104 
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(２) 運賃の限度額 

運賃の限度額としては、200 円と考える方が最も多く 279 人（約 1/3）となってい

る。また、路線バスの初乗り運賃と同額の 170 円と回答した方が次いで多い。 

1

23

47

279

171

93

208

0 50 100 150 200 250 300

千円

500円

300円

200円

170円

100円

いずれにしても利用しない

 

有効回答数 822、不明・未回答数 83 
 

(３) バス停までの徒歩時間の限度 

バス停までの徒歩時間の限度は、５分であると回答する方が圧倒的に多かった。ま

た、バスを利用したくても「バス停までの移動や待合いが身体的に困難」であると回

答した方が 9人いた。 

1

6

10

83

515

9

208

0 100 200 300 400 500 600

30分

20分

15分

10分

5分

バス停までの移動や待合いが身体的に困難

いずれにしても利用しない

 

有効回答数 832、不明・未回答数 73 
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６ 家族・知人を送迎することについて 

(１) 家族を送迎する頻度と所要時間 

日常生活においてマイカーで家族や知人を送迎することが多いと回答した方が 235

人となっている。送迎の頻度については、「週に１～２回程度」が最も多く全体の 6

割近くを占めている。 

１回の送迎時間は、「16～30 分」が 105 人（約 47％）と最も多く、１時間以上か

けて送迎をしているという方も 29 人（約 12％）いる。 

週に1～2回

程度 128 
(57.4%)

週に3～5回

程度 65 
(29.1%)

週に6～9回程

度 23 (10.3%)

週に10回以上

7 (3.1%)

 

有効回答数 223、不明・未回答数 682 

8

60

105

8

19

10

0 20 40 60 80 100 120

10分未満

10～15分

16～30分

31～59分

1～2時間

2時間以上

 

有効回答数 210、不明・未回答数 695 
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(２) 送迎の目的 

送迎の目的としては、「通勤・通学する家族を駅まで送迎」していると回答した方

が最も多く、「通勤・通学以外の目的で家族を駅まで送迎」を含む駅まで家族を送迎

している方が全体の約 6割を占めている。 

114

(37.7%)

27

(8.9%)

66

(21.9%)

71

(23.5%)

24

(7.9%)
通勤・通学する家族を駅まで送迎

通勤・通学する家族を直接、会社や学校まで送迎

通勤・通学以外の目的で家族を駅まで送迎

高齢の家族や知人の通院や買物の送迎

その他

有効回答数 235、不明・未回答数 670 
 

(３) 送迎することに対する意識 

家族を送迎することに対しては、「特に負担は感じていない」と回答した方が最も

多く 144 人（約 62％）となっている。一方で、「負担が大きいので、できればバスな

どを使ってほしい」と回答した方が 17 人（約 7％）いる。 

特に負担は感

じていない

144 (62.3%)

負担を感じて

いるが仕方が

ない 69 

(29.9%)

負担が大きい

ので、できれ

ばバスなどを

使ってほしい

17 (7.4%)

その他 1 

(0.4%)

 

有効回答数 231、不明・未回答数 674 
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７ 家族・知人に送迎してもらうことについて 

日常生活において家族や知人のマイカーで送迎してもらうことが多いと回答した方

が 198 人となっている。 

(１) 送迎してもらう頻度 

送迎の頻度については、「週に 1～2回程度」が最も多く全体の 6割近くを占めてい

る。次いで「週に 3～5 回程度」も多く、週に１～２回程度と 3～５回程度を合わせる

と全体の９割以上を占めている。 

週に1～2回程

度111 (58.1%)

週に3～5回程

度67 (35.1%)

週に6～9回程

度8 (4.2%)

週に10回以上

5 (2.6%)

 
有効回答数 191、不明・未回答数 714 

(２) 送迎目的  

送迎目的は、通院や買物に付き添ってもらうが最も多くなっている。 

70
(30.0%)

13
(5.6%)36

(15.5%)

97
(41.6%)

17
(7.3%)

通勤・通学で駅まで送迎

通勤・通学で直接、会社や学校まで送迎

通勤・通学以外の目的で駅まで送迎

通院や買物に付き添ってもらう

その他

 
有効回答数 198、不明・未回答数 707 
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(３) 送迎してもらうことに対する意識 

送迎してもうらうことに対する意識は、「申し訳ないが仕方がない」と回答した方

が最も多く全体の約 2/3 を占めている。また、「申し訳ないので外出の回数をできる

限り減らしている」と回答した方が 7人いる。 

特に何も思わ

ない 46 
(23.7%)

申し訳ないが

仕方がない
123 (63.4%)

申し訳ないの

で、外出の回

数をできるか

ぎり減らして

いる 7 (3.6%)

その他 18 

(9.3%)

 

有効回答数 194、不明・未回答数 711 
 

(４) 送迎を減らすための方策 

送迎を減らすための方策としては、「バスを便利にする」という回答が最も多く 119

人（約 2/3）となっている。 

119

21

20

49

29

0 20 40 60 80 100 120 140

バスを便利にする

タクシーを使いやすくする

家から目的まで送迎してくれる新しい

公共交通を導入する

自転車道や使いやすい駐輪場の整

備

その他

 

有効回答数 183、不明・未回答数 722 
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(５) タクシーの利用について 

タクシーの利用については、「よく利用する」が約２割であり、ほとんど利用しな

い理由としては、「運賃が高い」が全体の約 2/3 を占めている。 

よく利用す

る 40 
(20.7%)

ほとんど利

用しない
153 

(79.3%)

有効回答数 183、不明・未回答数 722 
 

101

9

1

32

10

0 20 40 60 80 100 120

運賃が高い

距離によって運賃が高くなるのが不安

タクシー会社の連絡先がわからない

その他

不明・未回答
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８ 高齢者の移動について 

(１) 日常の移動手段の変化（65 歳以上の方を対象） 

若い頃と現在の日常の移動手段については、対象者の半数は「変わらない」と回答

している。また、クルマの利用が「減った」よりも「増えた」という方の方が多く、

鉄道やバスの利用についても「減った」よりは「増えた」の方多かった。 

※複数回答有り（回答総数 328） 

156

65

12

49

30

16

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

変わらない

歩くのがおっくうになりクルマの利用が増えた

運転が面倒になりクルマの利用が減った

鉄道やバスの利用が増えた

鉄道やバスの利用が減った

その他

 
対象者 310、有効回答数 287、不明・未回答数 23 

 

(２) 将来、高齢者になったときの日常生活の移動について（65 歳未満の方を対象） 

将来、高齢者になったときの日常生活の移動について不安を感じている方が４割以

上いる。 

不安である

241 (43.5%)

特に不安を

感じない 73 
(13.2%)

どちらとも言

えない 125 
(22.6%)

まだ考えら

れない 115 
(20.8%)

 
対象者 582、有効回答数 554、不明・未回答数 28 
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(３) 歳をとり、身体が衰えたときの移動手段（65 歳未満でクルマを運転する方を対象） 

歳をとり、身体が衰えたときの移動手段は、「公共交通を利用する」と回答した方が 240

人（約 41％）となっている。一方で、「自分でクルマを運転する」または「家族に送迎して

もらう」と回答した方は、合わせて 149 人（約 26％）であった。 

49

240

29

100

4

0 50 100 150 200 250 300

家族に送迎してもらう

公共交通を利用する

外出をひかえる

自分でクルマを運転する

その他

 

対象者 582、有効回答数 422、不明・未回答数 160 
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９ 二宮町の公共交通について 

(１) 現状での公共交通の必要性 

現状で、公共交通は「必要である」と回答した方は全体の約 3/4 であり、「必要で

ない」と回答した方は 75 人（約 9％）となっている。 

必要であ

る667 

(76.5%)

必要でな

い75 

(8.6%)

どちらと

も言えな

い130 

(14.9%)

 
有効回答数 872、不明・未回答数 33 

(２) 将来、高齢化が進展したときの公共交通の必要性 

将来、高齢化が進展したときの公共交通の必要性では、現状よりさらに多い９割以

上の方が「必要であると」と回答している。「必要でない」と回答した方も大幅に減

っており 10 人（約１％）となっている。 

必要である

818 (93.9%)

必要でない

10 (1.1%)

どちらとも

言えない43 

(4.9%)

 
有効回答数 871、不明・未回答数 34 
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(３) 町の負担（税金の投入）について 

公共交通を維持するために、ある程度の税金の投入はやむを得ないと考える人が全

体の約 2/3 を占めている。また、「税金の投入額を増やしても、さらに充実させるべ

き」と回答した方も 90 人（約 10％）いる。 

税金の投入額を増や

しても、さらに充実

させるべき 90 

(10.4%)

ある程度の税金の投

入はやむを得ない

556 (64.1%)

税金は投入すべきで

はない90 (10.4%)

どちらとも言えない

132 (15.2%)

有効回答数 868、不明・未回答数 37 
 

(４) 地域住民の負担について 

住民も負担すべきであると回答した方が約４割となっている。一方で、「住民は負

担すべきでない」と回答した方が約２割いる。 

住民も負担す

べきである

347 (40.8%)

住民は負担す

べきでない

174 (20.4%)

どちらとも言

えない330 

(38.8%)

 

有効回答数 851、不明・未回答数 54 
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１０ バスを便利するための方策 

(１) バス停を設置すべき場所 

バス停を設置すべき場所としては、病院・医院、駅、スーパー・ショッピングセン

ターが多く、約 2/3 以上の方が設置すべきと考えている。次いで現在バス停の無い、

町役場についても約半数の方が設置すべきと考えている。 

※複数回答有り（回答総数 3,576） 

425
398

109
88
109
88
62
78

557
49

390
602
574

47

0 100 200 300 400 500 600 700

町役場
生涯学習センター・図書館(ラディアン)

町民センター
小学校
中学校
高校

幼稚園・保育園
観光施設

スーパー・ショッピングセンター
コンビニ

銀行・郵便局
病院・医院

駅
その他

 
有効回答数 851、不明・未回答数 54 
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(２) 利用を多くするために必要なサービス 

利用を多くするために必要なサービスとしては、「運行頻度を高くする」が最も多

く、次いで「利用しやすいバス路線を配置する」、「運賃を安くする」となっている。 

※複数回答有り（回答総数 1,908） 

345

519

495

122

144

185

98

0 100 200 300 400 500 600

運賃を安くする

運行頻度を高くする

利用しやすいバス路線を配置する

小・中学校の通学に利用できるようにする

自宅の近くにバス停を設置する

遅れをなくして定時制を高める

その他

 
有効回答数 856、不明・未回答数 79 


